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5α還元酵素阻害薬（5ARI）の登場により，前立腺肥大症に対する薬物治療の幅が広がり，
特にこれまで外科的治療などに移行していた大きな前立腺症例なども薬物治療の効果が期待で
きるようになった。しかしながら，その一方で，5ARIが投与される約 30％の症例では，自覚
症状の改善が不十分との報告もあり，これらの症例に対して長期薬物治療を継続することは，
治療満足度が得られないだけでなく，費用対効果の面でも避けるべきである。それでは，治療
前に薬物治療の効果を予測する因子は存在するのか。今回の検討では，従来から治療予測因子
として報告されている治療前の自覚症状重症度や前立腺体積，残尿量に比べて，前立腺の膀胱
への突出度（intravesical prostatic protrusion； IPP）が治療効果を予測するより鋭敏な因子で
あると考えられた。IPPは治療前に簡便に測定することができるため，日常診療において前立
腺肥大症の薬物治療の効果判定予測を行ううえで有用であり，IPPが長い症例では早期から手
術治療を考慮することが必要と考えられた。

Male LUTS の薬物治療

5α還元酵素阻害薬の位置づけ
―長期効果が期待できない
患者像は？

はじめに
－5α還元酵素阻害薬のmale LUTS 
　薬物治療における位置づけ－

　高齢化社会を迎え，前立腺肥大症（benign pro-
static hyperplasia；BPH）にともなう下部尿路症
状（lower urinary tract symptoms；LUTS）を主

訴に病院・クリニックを受診する患者が増加して
いる。BPHは QOL疾患であり，生命に関わるこ
とはほとんどない。そのため，患者が LUTSを訴
え，困窮度が高い（つまり，愁訴となっている）
場合に，QOL向上を目指して治療を開始すべきで
あるとされている。通常，BPHの初期治療として，
大多数の症例で薬物治療が行われ，2011 年に発刊
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